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ASDモデル動物を作成し、社会性行動障害改善効果がある薬物・化合物のスク
リーニングできる行動実験系を開発する目的で共同研究を行っている。抗てんかん
薬のバルプロ酸(VPA)を妊娠12.5日目の母体に投与すると、生まれてくる仔は、社
会性相互作用障害がおきることが報告されている。申請者らは、このASDモデルマ
ウスを用いて、発達期の母親分離による超音波発生頻度（社会性行動の一つ）を解
析し、オキシトシン投与により発生パターンが変化することを報告した（Neurosci
Lett, 2021)。さらに、成体雄マウスを用いて、社会性行動障害改善効果がある漢方
薬を同定し、その作用機序の解明を行っている。
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